
仕 様 書 
 

１ 業務内容 東京 2025 世界陸上フランス代表事前キャンプ受け入れ業務委託 

２ 実施期間 令和７年９月４日（木）～９月 10 日（水）【６泊７日】 

３ 選 手 団 フランス陸上選手団（選手、コーチ等 計約 84 名） 

４ 業  務                  
区 分 細区分 日程・人数・数量等 摘 要 

１ 訪問団移動 

【バス】 
関西国際空港から和歌山
マリーナシティホテル 

①９月４日 52名 
②９月６日 26名 
③９月８日 6名 

①大型バス２台 
②大型バス１台 
③中型バス１台 

【バス】 
和歌山マリーナシティホ
テル⇔紀三井寺公園陸上
競技場 

 
 
 
① ９月４日～９月 10日【２台】 

全てマイクロバスで運行 
8:45～20:00 で午前・午後
で１台につき計 10 往復。
必要に応じて、追加で運
行。 
※９月４日は午後、９月10
日は午前のみ運行 

【バス】 
和歌山マリーナシティホ
テルから関西国際空港 

①９月 10日 84 名 ① 大型バス３台 

【自転車レンタル】 ９月４日～９月 10日【２台】 

クロスバイク 
紀三井寺公園陸上競技場 
もしくは和歌山マリーナ 
シティホテルに設置 
（詳細は協議後決定） 

【荷物トラック】 
関西国際空港から和歌山
マリーナシティホテル、
紀三井寺公園陸上競技場 

①９月４日１台（52 名分） 
②９月６日１台（26 名分） 
③９月８日 1台（6名分） 

・①②は棒高跳び用ポー
ル（約５ｍ）を積載可能で
あること。 
・バスに積載できない分
の選手荷物を積載するこ
と。 
・選手1名につき荷物２個 
・積み込み、降ろし作業含
む。 

2 通訳者 

勤務条件 

 
日本語⇔フランス語 
９月４日～９月 10 日までの通訳
【３名】 
各日 7:30～21:30(14 時間)  
交代で休憩。 
送迎のある日は関西国際空港集
合とする。 
９月 10 日は関西国際空港解散。 
 

 
・期間中はできるだけ同
一人物が対応すること。 

・国籍は問わないが、フラ
ンス人が聞き取りやす
い発音であること。 

・通訳レベルはクラスＳ
１名を含むクラスＡ以
上のレベルとする。 

・通訳者居住地から集合
場所までの交通費を含
む。 

・通訳者の宿泊費用、食事
費用を含む。 

・通訳者の配置計画、スケ
ジュールも作成するこ
と。 

 

その他の条件 

 
・陸上競技における国際交流事
業に対応できる者であるこ
と。 

・有事の場合は、対象時間外で
も対応すること。 



3 荷物搬送 

【荷物トラック】 
和歌山マリーナシティホ
テル及び紀三井寺公園陸
上競技場から品川プリン
スホテル及び大井海浜公
園陸上競技場 

積み込み：９月９日（水）22 時頃 
積み降ろし：９月 10 日（木） 
・大井海浜公園陸上競技場 
14 時～16 時の間。 
・品川プリンスホテル18時まで。 
機材リスト：スーツケース約 90
個、トレーナーベッド約 12 台、
棒高跳び用ポール４本（約５m） 
 
※棒高跳び用ポールのみ大井海
浜公園陸上競技場へ降ろすこと。 

・前日夜（9/9）に積み込
み、発送。翌日（9/10）に
品川プリンスホテル及び
大井海浜公園陸上競技場
に確実に到着させ、指定の
場所へ降ろすこと。 
・専用トラックでの輸送
を行うこと。 
・棒高跳び用ポール（約５
ｍ）、トレーナーベッド
（185 ㎝×70 ㎝×51 ㎝）
を積載可能であること。 

【荷物トラック】 
品川プリンスホテルから
和歌山市内指定場所 

トレーナーベッド 
約 10 台の搬送 
９月 22 日（月） 
品川プリンスホテルから 
和歌山市内 
※品川プリンスホテルでは、実行
委員会職員の立ち会いあり。 

・サイズは上記のとおり。 
・専用トラックでの輸送
を行うこと。 
・積み込み、降ろし作業含
む。 
・時間や和歌山市内の場
所は、協議後決定。 

4 交流事業 

【保険】 ※詳細は別添１のとおり 
９月９日交流会実施の参
加者の傷害保険・損害保険 

【バス】 
紀美野町内小学校⇔ 
紀三井寺公園陸上競技場 

９月９日（火）午前 約 90 名 大型バス２台 

5 アテンド 受託業者によるアテンド 

受入れ責任者として全行程のア
テンドを行うこと。 
有事の場合は、夜間でも柔軟に対
応すること。 
大会担当の業者への引継ぎをす
ること 

派遣職員は不可。 
通勤可とする。 

 

５ フランス代表事前キャンプの中止等が決定した場合の対応 

● キャンプの中止、一部中止、規模縮小した場合の業務内容及び委託額の取扱については、

和歌山県スポーツキャンプ実行委員会（以下「実行委員会」という。）と協議の上、決定

すること。 

● 実行委員会が本業務委託の精算に係る事務を行う際の参考とするため、委託者は、中止

等が決定するまでの間に実施した業務に係る費用について積算したものを、実行委員会

の指示する日時までに提出すること。 

 

６ その他 

● 実行委員会は、作業中に生じた事故についての責任は負わないものとする。 

● この仕様書は、作業の大要を示すものであるが、業務遂行にあたり関係法令・維持基準

のあるものについては、それに準じて実施し、この仕様書に示さない事項でも管理安全

上必要な作業については、実施するものとする。 

● 日時や人数、数量等について変更する場合があるため、柔軟に対応すること。 

● 本仕様書に記載のない事項については、実行委員会及び受託者とで協議し対応すること

とする。 

● 上記の内容をはじめ、入札に際して知り得た情報は他に漏らさないこと。 



別添１ 

 

陸上競技交流会実施に伴う傷害保険・損害保険仕様書 

 

 

１ 保険の種類 

  傷害保険（レクリエーション参加者の傷害危険補償特約付普通傷害保険、 

熱中症特約付加） 

  保険の対象者 

   ・陸上競技交流会参加者          ５００人 

    （トラック競技、フィールド競技） 

   ・スタッフ・ボランティア      ５０人 

 

  死亡・後遺障害保険金額  １００万円以上 

  入院保険金日額      １，５００円以上 

  通院保険金日額      １，０００円以上   

  対象期間         令和７年９月９日 

 

２ 保険の種類 

  施設所有（管理）者賠償責任保険 

   支払限度額       １億円以上 

   対象期間        令和７年９月９日 


